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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】図書館において、ＲＦＩＤタグを有する対象品
目用のＲＦＩＤシステムの使用に関し、そのような品目
に関する位置、順序及び他の情報を判定するのに格別の
応用性を有するＲＦＩＤ装置を提供する。
【解決手段】品目に対応付けられたＲＦＩＤ素子から情
報を得る呼掛け源と、品目が属する資料の分類及びその
品目用の所望の位置の一方又は両方に関する情報を表示
する表示器を備えたＲＦＩＤ装置であって、品目のデー
タベースを設けてこの品目を選択すべき順序を規定し、
選択すべきリスト上に次の品目の表示を与えることがで
きる手持ち式ＲＦＩＤ装置である。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）品目に対応付けられたＲＦＩＤ素子から情報を得る呼掛け源と、
　（ｂ）（ｉ）前記品目が属する資料の分類、及び（ｉｉ）その品目用の所望の位置の一
方又は両方に関する情報を表示する表示器と、
　を含む、ＲＦＩＤ装置。
【請求項２】
　前記表示器が少なくとも１つの可聴及び視覚表示を与える、請求項１記載のＲＦＩＤ装
置。
【請求項３】
　前記装置が、携帯式であり、人により運搬及び手を使わずに使用できるようにしてある
、請求項１記載のＲＦＩＤ装置。
【請求項４】
　ステップ（ｂ）の前記情報が前記ＲＦＩＤ装置内のメモリから得られる、請求項１記載
のＲＦＩＤ装置。
【請求項５】
　ステップ（ｂ）の前記情報がアップロードにより前記ＲＦＩＤ装置から離れたメモリか
ら得られる、請求項１記載のＲＦＩＤ装置。
【請求項６】
　ステップ（ｂ）の前記情報が前記品目のタグから得られる、請求項１記載のＲＦＩＤ装
置。
【請求項７】
　（ａ）品目に対応付けられた光学バーコードを呼掛けてその品目に関する情報を得るス
テップと、
　（ｂ）その情報をＲＦＩＤ素子上に格納して前記品目用のタグを作成するステップと、
　を含む、ＲＦＩＤ装置を使用する方法。
【請求項８】
　前記タグ上に接着剤を塗布するステップを更に含む、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記接着剤が位置変え可能な接着剤である、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法が、（ｃ）前記品目に関する追加情報を得てその情報を前記ＲＦＩＤ素子上に
格納するステップを更に含む、請求項７記載の方法。
【請求項１１】
　前記追加情報を、前記品目に関する情報を含むデータベースを有するＬＡＶソフトウェ
アから得る、請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記追加情報を、前記品目から視覚的に得て前記ＲＦＩＤ装置に手で入力する、請求項
１０記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）品目群を呼掛けてそれらの識別に関する情報を判定するステップと、
　（ｂ）前記識別情報を所定の順序に編成するステップと、
　（ｃ）その順序を示す出力を行うステップと、
　を含む、品目群に対応付けられたＲＦＩＤ素子を有する品目群から情報を得る方法。
【請求項１４】
　前記出力が対話式視覚又は聴覚ディスプレイである、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　オペレータが、制御するために前記ディスプレイに入力できる、請求項１４記載の方法
。
【請求項１６】
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　前記出力が紙のリストである、請求項１３記載の方法。
【請求項１７】
　（ａ）特定の品目を識別する情報をＲＦＩＤ呼掛け装置に与えるステップと、
　（ｂ）より大きい品目群を呼掛けるステップと、
　（ｃ）前記ＲＦＩＤ装置が前記特定の品目に対応付けられたＲＦＩＤタグを呼掛ける場
合に信号を与えるステップと、
　を含む、品目群に対応付けられたＲＦＩＤ素子をも有するさらに大きい品目群の中から
、特定の品目に対応付けられたＲＦＩＤ素子を有する特定の品目を識別する方法。
【請求項１８】
　ステップ（ａ）で与えられた前記情報が、品目の分類を識別する情報であり、ステップ
（ｃ）が、その分類内の特定の品目に対応付けられたＲＦＩＤタグを前記ＲＦＩＤ装置が
呼掛ける場合に信号を与えるステップを含む、請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　前記品目の分類が図書館の同一区域に属する品目である、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　（ａ）品目に対応付けられたＲＦＩＤ素子を有する品目を呼掛けるステップと、
　（ｂ）前記装置に情報を入力して位置を記述するステップと、
　（ｃ）呼掛けられた前記品目が前記位置にあるか否かを判定するステップと、
　（ｄ）適当な信号を与えるステップと、
　を含む、ＲＦＩＤ装置を使用する方法。
【請求項２１】
　前記位置には別個のＲＦＩＤ素子があり、ステップ（ｂ）がその位置に対応付けられた
前記ＲＦＩＤ素子を走査するステップを含む、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記品目が図書館の資料であり、前記位置が図書館の格納位置である、請求項２０記載
の方法。
【請求項２３】
　手持ち式ＲＦＩＤ装置を品目群の上に通過させるステップと、前記品目群の範囲内で所
望の品目を置くべき場所を検出するステップと、その位置のユーザに表示を与えるステッ
プとを含む、ＲＦＩＤ素子から情報を読取る手持ち式ＲＦＩＤ装置を使用する方法。
【請求項２４】
　（ａ）品目のデータベースを設けるステップと、
　（ｂ）この品目を選択すべき順序を規定するステップと、
　（ｃ）選択すべきリスト上に次の品目の表示を与えるステップと、
　（ｄ）ＲＦＩＤ装置を用いてステップ（ｃ）で表示された前記品目に対応付けられたＲ
ＦＩＤ素子を呼掛けるステップと、
　（ｅ）選択すべきリスト上に次の品目の表示を与えるステップと、
　を含む、ＲＦＩＤ装置を使用する方法。
【請求項２５】
　ステップ（ｂ）で規定された前記順序が、図書館で品目を棚に載せるべき順序のリスト
である、請求項２４記載の方法。
【請求項２６】
　（ａ）位置を識別する前記ＲＦＩＤ装置に情報を与えるステップと、
　（ｂ）前記ＲＦＩＤ装置を用いて品目を呼掛けて前記品目の識別を判定するステップと
、
　（ｃ）前記品目を前記位置に対応付けるステップと、
　を含む、品目に対応付けられたＲＦＩＤ素子を有する品目を識別して検出するＲＦＩＤ
装置を使用する方法。
【請求項２７】
　ステップ（ａ）が、位置に対応付けられたＲＦＩＤ素子を呼掛けるステップを含む、請
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求項２６記載の方法。
【請求項２８】
　前記方法が、前記ＲＦＩＤ装置が他の品目に対するある品目の位置を判定できるように
連続して前記品目を配列して呼び掛けるステップを更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項２９】
　前記品目が図書館の資料である、請求項２６記載の方法。
【請求項３０】
　前記位置がカートである、請求項２６記載の方法。
【請求項３１】
　ステップ（ｂ）が、前記カートをトンネルの中を通過させるステップを含む、請求項３
０記載の方法。
【請求項３２】
　ステップ（ｃ）が、前記ＲＦＩＤ装置を前記カートの内部へ向かわせる又は中を通過さ
せるステップを含む、請求項３０記載の方法。
【請求項３３】
　前記位置が、棚に対応付けられたアンテナを有する棚を含む、請求項２６記載の方法。
【請求項３４】
　（ｄ）前記品目及びそれらのそれぞれの位置を表示するステップ、
　を更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項３５】
　（ｄ）ステップ（ｃ）の前記情報をコンピュータにダウンロードするステップ、
　を更に含む、請求項２６記載の方法。
【請求項３６】
　（ａ）ＲＦＩＤ装置を用いて３つの対象品目に対応付けられたＲＦＩＤタグを呼掛ける
ステップと、
　（ｂ）他の２つの品目の間に位置する前記対象品目が他の２つの品目の間にあるか否か
を得られた情報から判定するステップと、
　（ｃ）適当な信号を与えるステップと、
　を含む、各々の資料に対応付けられたＲＦＩＤタグを含む自由棚載せシステムにおいて
対象品目の順序を確認する方法。
【請求項３７】
　得られた前記情報が、前記ＲＦＩＤタグ自体により与えられる、請求項３６記載の方法
。
【請求項３８】
　得られた前記情報が、前記ＲＦＩＤタグから離れたデータベースにより与えられる、請
求項３６記載の方法。
【請求項３９】
　前記データベースが前記ＲＦＩＤ装置から離れている、請求項３６記載の方法。
【請求項４０】
　（ａ）ＲＦＩＤ素子を有するカードを設けるステップと、
　（ｂ）前記カードに情報を伝送してその情報を前記ＲＦＩＤ素子に格納するステップと
、
　（ｃ）対象品目の近傍位置にＲＦＩＤカードリーダを位置決めするステップと、
　（ｄ）前記ＲＦＩＤカードリーダを用いて前記ＲＦＩＤカードを呼掛けるステップと、
　（ｅ）前記ＲＦＩＤカードリーダの位置に対する前記対象品目の位置の表示を与えるス
テップと、
　を含む、ＲＦＩＤ素子に対応付けられた各々のさらに大きい品目群の中から、ＲＦＩＤ
素子に対応付けられた対象品目を検出する方法。
【請求項４１】
　ステップ（ｅ）が、前記対象品目の位置の視覚表示を与えるステップを含む、請求項４
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０記載の方法。
【請求項４２】
　前記視覚表示が、前記対象品目を含む領域の地図を含む、請求項４１記載の方法。
【請求項４３】
　前記対象品目が図書館の資料であり、より大きい前記品目群が他の図書館の資料を含む
、請求項４０記載の方法。
【請求項４４】
　（ａ）携帯式ＲＦＩＤ装置を設けるステップと、
　（ｂ）対象品目を識別する前記ＲＦＩＤ装置に情報を与えるステップと、
　（ｃ）前記ＲＦＩＤ装置を用いて前記対象品目を検出することができる種々の位置を呼
掛けるステップと、
　（ｄ）前記対象品目の前記位置に関するそれらの位置から情報を得るステップと、
　を含む、ＲＦＩＤ素子に対応付けられた各々のより大きい品目群の中でＲＦＩＤ素子に
対応付けられた対象品目を検出する方法。
【請求項４５】
　前記方法が、（ｅ）前記対象品目の前記位置に関する情報を表示するステップ、
　を更に含む、請求項４４記載の方法。
【請求項４６】
　前記情報が、その情報を有するＲＦＩＤ素子を読取ることによりステップ（ｂ）で前記
ＲＦＩＤ装置に与えられる、請求項４４記載の方法。
【請求項４７】
　前記情報が、手動キーパッドにより前記ＲＦＩＤ装置に与えられる、請求項４４記載の
方法。
【請求項４８】
　（ａ）潜在ユーザにＲＦＩＤカードを与えるステップと、
　（ｂ）対象領域近傍の１つ以上の位置にＲＦＩＤリーダを設けるステップと、
　を含む、対象領域の使用を監視する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（公知文献の引用）
　この特許出願は、同一名称で１９９８年８月１４日に出願された米国出願第０９／１３
４，６８８号から優先権を主張し、本発明の譲受人に譲渡されており、その内容は本明細
書中に引用されている。
【０００２】
　（技術分野）
　本発明は、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）システムの用途に関し、特に図書館におけるこ
のようなシステムの使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景技術）
　電子物品監視（“ＥＡＳ”）システムは、物品の上や内部に置かれた、又は関係者によ
り所持された小さい電子装置の存在を検出しており、窃盗又は他の許可されていない物品
移動を阻止するのに小売店や図書館の環境で用いられることが多い。タグやマーカとして
一般に知られているこれらの装置は、品目の存在に関する情報のみを従来収容している。
この情報は、断続的に又は連続的に前記タグを電子的に呼掛けることにより得られる場合
もある。この呼掛けの実行方法（磁気的、磁気機械的、無線周波数（ＲＦ）、及びマイク
ロ波）に基づいて、少なくとも４つの異なるタイプのＥＡＳシステムが長年にわたって開
発されている。これらの４つのうち磁気システムでは、ほとんどの用途で最高レベルのセ
キュリティが確保されている。磁気タグは、（遮蔽、曲げ及び圧力の影響を受け難いので
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、）資料（ｍａｔｅｒｉａｌ）の内部や上に容易に隠され、検出が困難であり、不活性化
及び再活性化し易く、よって、高いセキュリティ及びタグを付けた物品の状態に関する情
報の一部を確保できる。
【０００４】
　ＥＡＳシステムの多くのユーザは、タグを付けた資料があるか否かだけ以上のことを知
りたいと望んでいる。また、ユーザは、例えばタグを付けたいずれの資料があるかを知り
たい。製造日、在庫状態、及び所有者などの資料の特性に関する詳細な情報は、一般に、
光学バーコードを介して自動ハンドリング及び制御システムに通信されている。安価で有
効である一方、光学バーコードには多少の制限がある。配置可能な位置を制限するバーコ
ードは、見える必要があり、バーコードは、偶然に又は故意に容易に覆い隠すこともでき
る。また、検出器がバーコードを検知できる範囲は、比較的小さい。バーコードを、検出
のために適切に位置決めしなければならない場合もある。また、検出を可能とするのにバ
ーコードをさらすことが多いので、バーコードは、検出失敗に終わることもある損傷を受
け易い。最後に、多数の品目を同時に処理する必要がある。バーコードシステムのこれら
の制約により、マーキング図書館媒体などの用途の一部では望ましくない又は役に立たな
いものとなる。
【０００５】
　更に最近では、電子識別（無線周波数識別すなわちＲＦＩＤとしても知られている）技
法が、光学バーコードの制約に対処するのに開発されている。ＲＦＩＤシステムは、資料
の識別及び追跡を行うのに成功しているが、タグを容易に無効にする周波数範囲（約１Ｍ
Ｈｚ以上）でほとんどのＲＦＩＤシステムが動作するので資料のセキュリティを確保する
のに不十分である。無線周波数タグに伴うセキュリティ不足は、例えばタグを手やアルミ
ニウム箔で覆うことにより、又はタグを本の中にまでも入れることによりタグが「遮蔽さ
れる」場合があるために生じる。バッテリー駆動式無線周波数タグでさえも、その範囲が
高くて阻止が一層困難であるにも拘わらず、阻止される場合がある。よって、ＲＦＩＤタ
グを付けた資料は、不注意で又は故意に検出を免れる場合がある。これにより、セキュリ
ティ装置としての有効性が大幅に低下する。また、ＲＦＩＤマーカは、「スマートカード
」と関係がある。接触式及び非接触式の両方のスマートカードが、商用で出回っている。
スマートカードは、タグを付けた資料とではなく特定の者に対応付けられる傾向がある。
スマートカード（又はそれを所持する者）のセキュリティ及び追跡に関する問題は、ＲＦ
ＩＤマーカの場合の上記問題と同様である。
【０００６】
　ＲＦＩＤマーカに伴うセキュリティ問題は、高周波及びマイクロ波式のＥＡＳタグの当
業者が熟知している問題と同様である。高周波及びマイクロ波式のＥＡＳタグの欠点を直
そうとして、かなりの努力が費やされている。しかし、セキュリティタグとしての性能を
十分に向上させた者は誰もいない。「不活性化コイル付きデュアル周波数ＥＡＳタグ」と
称する米国特許第５，５１７，１９５号（Ｎａｒｌｏｗその他）には、ダイオードを有す
るアンテナ回路と不活性化回路とを含むデュアル周波数マイクロ波ＥＡＳタグが記載され
ている。不活性化回路は、ダイオード及びアンテナを無効にするようにアンテナ回路のダ
イオードに電圧を誘導することにより低エネルギー交番磁界に応答し、これにより、タグ
を不活性化する。一部の用途では有用であるが、Ｎａｒｌｏｗその他に開示されたコンデ
ンサ式タグでは、時間と共に電荷が漏れることがあり、タグが知らずに活性化する可能性
がある。
【０００７】
　米国特許第４，７４５，４０１号（Ｍｏｎｔｅａｎその他）に開示されたタイプの無線
周波数ＥＡＳタグは、磁気素子を含む。磁気素子は、タグが付属装置により適当に磁化さ
れている場合にタグのチューニングを変え、これにより、タグの無線周波数応答を阻止す
る。これらのタグはある程度の有用性を有しているが、タグはセキュリティ及び識別の向
上の問題にまだ対処していない。
【０００８】
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　高周波識別技法は、Ｍｏｔｏｒｏｌａ／Ｉｎｄａｌａ（米国特許第５，３７８，８８０
号及び第５，５６５，８４６号を参照）、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（米国特
許第５，３４７，２８０号及び第５，５４１，６０４号を参照）、Ｍｉｋｒｏｎ／Ｐｈｉ
ｌｉｐｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ，Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉｐ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（
米国特許第４，４４２，５０７号、第４，７９６，０７４号、第５，０９５，３６２号、
第５，２９６，７２２号及び第５，４０７，８５１号を参照）、ＣＳＩＲ（欧州文献第０
　４９４　１１４　Ａ２号、第０　５８５　１３２　Ａ１号、第０　５９８　６２４　Ａ
１号及び第０　６１５　２８５　Ａ２号を参照）、ＩＢＭ（米国特許第５，５２８，２２
２号、第５，５５０，５４７号、第５，５２１，６０１号及び第５，６８２，１４３号を
参照）、及びＳｅｎｓｏｒｍａｔｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ（米国特許第５，６２５
，３４１号を参照）を含む多数の会社により開発されている。これらのタグはすべて、バ
ッテリーを必要とすることなく遠隔識別を提供しようと試みている。タグは、１２５ＫＨ
ｚから２．４５ＧＨｚの範囲にわたる周波数で動作する。低周波数タグ（約１２５ＫＨｚ
）は、遮蔽に対して適度に強いが、帯域幅の制約のために限定された無線周波数特性のみ
を有する。特に、これらのマーカに基づくシステムは通常、単一のタグが同時に呼掛けゾ
ーンにある場合にのみ確実に動作する。また、システムは、比較的大きくて製造費用の高
い傾向がある。より高い周波数（通常、１３．５６ＭＨｚ、９１５ＭＨｚ及び２．４５Ｇ
Ｈｚ）では、利用可能な追加帯域幅が、短時間で呼掛けゾーン内の多数のタグを確実に処
理できるシステムの開発を可能にしている。これは、多くの製品用途にとって大いに望ま
しい。更に、一部のタグ設計では、製造費用が割安になる見込みを有し、従って、顧客に
とって一層魅力的なものとなる。しかし、これらの高周波数装置は、程度の差こそあれ前
述した遮蔽の影響の受け易さを共にする。よって、この装置は、図書館などのある特定の
用途で要求される高いセキュリティを確保できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述の説明から、タグを付けた品目の認識が重要である種々の環境でＲＦＩＤに関する
多数の用途があるということが明らかである。例えば、１９９９年２月４日に発行され、
Ｃｈｅｃｋｐｏｉｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．，に譲渡されたＰＣＴ公報ＷＯ　９９
／０５６６０には、ＲＦＩＤタグ付きの物品を用いた在庫システムが記載されている。そ
こに記載された好ましい実施形態では、図書館の資料にＲＦＩＤタグを使用することを考
えており、ＲＦＩＤタグを呼掛けて資料の認識を判断することにより資料をその後自動的
に貸し出すことができる。しかし、’６６０公報に記載又は示唆されていない多数の重要
な又は望ましい図書館又はその他の在庫の機能が残っている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　（発明の概要）
　本発明は、手持ち式ＲＦＩＤ装置を含むＲＦＩＤ装置、及びこのような装置の用途に関
する。この装置及び用途は、ＲＦＩＤタグに対応付けられた品目及びオプションとして磁
気セキュリティ素子と共に使用してもよい。この装置及び用途は、本、定期刊行物、及び
磁気及び光学媒体などの図書館資料を具体的に参照して説明されている。本発明の他の用
途も、想定されている。
【００１１】
　本発明を、数枚の図面を通じて同一番号は同一構造を示す添付図面を参照して更に詳し
く説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１Ａ】無線周波数識別タグの概略図である。
【図１Ｂ】無線周波数識別タグの概略図である。
【図２】無線周波数識別タグの第２の実施形態の概略図である。
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【図３】組合せタグの概略的な平面図である。
【図４】ＲＦＩＤタグと相互に作用するＲＦＩＤ呼掛けシステムのブロック図である。
【図５】本発明による組合せタグの説明図である。
【図６】本発明による組合せタグの説明図である。
【図７】本発明による組合せタグの説明図である。
【図８】本発明による組合せタグの説明図である。
【図９】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１０】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１１】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１２】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１３】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１４】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１５】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１６】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１７】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１８Ａ】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１８Ｂ】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１９Ａ】本発明の各種実施形態の説明図である。
【図１９Ｂ】本発明の各種実施形態の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　（発明の詳細な説明）
　ここに記載された本発明の実施形態は、ＲＦＩＤタグ、好ましくは組合せＲＦＩＤ／磁
気セキュリティタグを利用している。この種のタグは、本発明の譲受人に譲渡され、本出
願が優先権を主張する米国出願へ参照により取り入れられた「セキュリティを向上させた
識別タグ」と称する１９９８年６月８日に出願された米国出願第０９／０９３，１２０号
に記載されていた。本発明の実施形態と共に用いられる磁気、ＲＦＩＤ及び組合せタグの
詳細な説明は、以下に第Ｉ節で行い、本発明の実施形態は、その後、以下に第ＩＩ節で詳
しく述べる。
【００１４】
　Ｉ．本発明の実施形態用のタグ及び素子
　以下に第ＩＩ節で記載される本発明の実施形態で用いられるタグは、単一装置に資料の
識別及び有効なセキュリティの両方を組み込むことができる。この実施形態は、磁気呼掛
け信号に応答する素子と無線周波数呼掛け信号に応答する素子とを含むことが好ましい。
一実施形態では、磁気応答素子も、無線周波数応答素子用のアンテナを設けている。用語
「応答」は、本発明の文脈において、適当な呼掛け磁界の支配下におかれた場合にこの素
子がわかりやすい情報を与えることを意味する。個々の素子について、まず以下に説明し
てから、組合せタグの説明を行う。明らかになるように、第ＩＩ節で記載される本発明の
実施形態は、ＲＦＩＤ素子のみ、又はＲＦＩＤ素子と磁気セキュリティ素子の組合せを含
んでもよい。
【００１５】
　Ａ．磁気応答素子
　磁気応答素子は、名称「ＴＡＴＴＬＥ－ＴＡＰＥ（登録商標）」のブランド片でミネソ
タ州セントポールのＭｉｎｎｅｓｏｔａ　Ｍｉｎｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒ
ｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ（３Ｍ）により販売されている細片で用いられる材料などの低保
磁力で高透磁率の強磁性体から成ることが好ましい。これらの細片又はマーカ組立体は、
米国特許第５，３３１，３１３号（Ｋｏｎｉｎｇ）及び第３，７４７，０８６号（Ｐｅｔ
ｅｒｓｏｎ）を含む３Ｍに譲渡された幾つかの特許に記載されている。典型的な低保磁力
、高透磁率の強磁性体は、パーマロイ（ニッケル／鉄の合金）及び高性能アモルファス金
属を含み、例えば名称Ｍｅｔｇｌａｓ２７０５Ｍ及びＭｅｔｇｌａｓ２７１４Ａでニュー
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ヨーク、モーリスタウンのＡｌｌｉｅｄＳｉｇｎａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ｏｆ　Ｍｏｒｒ
ｉｓｔｏｗｎ，ＮＹから入手できる。
【００１６】
　磁気応答素子は、素子を対応付ける物品の性質によって単一状態又は二重状態であって
もよい。例えば、図書館内の特定の参照図書は、図書館から移動されるべきではなく、よ
って、このような本が呼掛けゾーン内で通過したか否かを単一状態（非不活性化）のマー
カは常に示すことになる。公共図書館の資料や商品などの他の物品は、二重状態のマーカ
組立体を要求することもできるので、物品が適切に処理されている場合、マーカを適当に
不活性化して呼掛け源による検出を妨げることもできる。二重状態の機能性は、後で及び
上で参照したＰｅｔｅｒｓｏｎ特許に説明するように、低保磁力磁性体の近傍で高保磁力
磁性体の部分を追加することにより一般に設けられている。
【００１７】
　ある特定の磁気応答素子は、低周波交番磁界（例えば、５０Ｈｚ～１００ＫＨｚ）の中
を通過させた時に迅速に磁性方向を切り替えて、検出器の受信コイルにより検出可能な所
定の特性応答を生成することができる。マーカ組立体の切替機能は、高保磁力素子又は「
保磁素子」の磁化状態により制御される。これらの保磁素子が磁化されると、呼掛けゾー
ンの交番磁界内で前後に磁気的に切り替えるマーカの性能が変わり、マーカは通常検出さ
れない。保磁素子が消磁されると、マーカは切替機能を再び果たすことができ、呼掛け源
がマーカの存在を検出することができる。保磁素子は、当業界で知られているように異な
る方法で設けることができる。
【００１８】
　また、マーカ組立体は、その片側又は両側に接着剤を含んでもよく、マーカを本や他の
物品に接着することができる。接着剤の層を着脱可能な裏当てにより被覆して、意図する
表面に塗布する前に意図しない表面にマーカが接着するのを防止することもできる。マー
カ組立体のこれら及び他の特徴は、米国特許第３，７９０，９４５号（Ｆｅａｒｏｎ）、
第５，０８３，１１２号（Ｐｉｏｔｒｏｗｓｋｉ）、及び第５，３３１，３１３号（Ｋｏ
ｎｉｎｇ）、上で参照された全文献に記載されている。
【００１９】
　この種の低周波数磁気素子は、検出からの遮蔽が困難であるため、セキュリティが重要
である場合に様々な品目で効果的に使用することができる。更に、磁気素子は、他のＥＡ
Ｓ技術を用いたマーカよりも便利で完全に繰り返して不活性化及び再活性化することもで
き、この特性が大いに望ましい特定の用途の使用に一層適するようにすることもできる。
【００２０】
　Ｂ．無線周波数応答素子
　ＲＦＩＤタグは、能動的又は受動的であってもよい。能動タグは、バッテリなどの追加
エネルギー源をタグ構成に組み込む。このエネルギー源により、能動ＲＦＩＤタグは、呼
掛け無線周波数磁界が弱い範囲でも強い応答信号を生成して伝送することができ、よって
、能動ＲＦＩＤタグをより高範囲で検出することができる。しかし、バッテリの寿命が比
較的短いので、タグの有効寿命が制限される。更に、バッテリにより、タグのサイズ及び
コストが増加する。受動タグは、そのタグに電力を供給するのに必要なエネルギーを呼掛
け無線周波数磁界から得て、そのエネルギーを用いてインピーダンスを変調することによ
り応答コードを伝送し、アンテナが呼掛け磁界に向いて、これにより、リーダアンテナに
戻って反射された信号を変調する。従って、それらの範囲は一層制限される。受動タグは
多くの用途にとって好ましいので、説明の残りはこの種のタグに限定する。しかし、これ
らの２種類のタグが多くの特徴を共有し、両方ともこの発明で使用可能であることが当業
者はわかるであろう。
【００２１】
　図１に示すように、受動無線周波数応答素子１０は通常、２つの構成要素：集積回路１
２及びアンテナ１４を含む。集積回路は、主要な識別機能を果たす。それは、タグ識別及
び他の望ましい情報を永続的に格納し、呼掛けハードウェアから受信された指令を解釈及
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び処理し、呼掛け器による情報要求に応答し、同時に呼掛けに応答する多数のタグから生
じる衝突を解決するのにハードウェアを支援するソフトウェア及び回路を含む。オプショ
ンとして、集積回路は、情報をただ読出す（読取専用）のに対してそのメモリ（読取／書
込）に格納された情報を更新するのに設けることもできる。ＲＦＩＤマーカの使用に適し
た集積回路には、とりわけＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（ＴＩＲＩＳ又はＴａｇ
－ｉｔの製品系列）、Ｐｈｉｌｉｐｓ（Ｉ－Ｃｏｄｅ、Ｍｉｆａｒｅ及びＨｉｔａｇの製
品系列）、Ｍｏｔｏｒｏｌａ／Ｉｎｄａｌａ、及びＳｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉｐ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓから入手できるものがある。
【００２２】
　アンテナの形状及び性質は、前記タグのＲＦＩＤ部分の望ましい動作周波数によって決
まる。例えば、２．４５ＧＨｚ（又は同様）のＲＦＩＤタグは通常、図１Ａに示す直線ダ
イポールアンテナ４ａや図１Ｂの無線周波数応答素子１０ａに取り付けられて示した折返
しダイポールアンテナ１４ａなどのダイポールアンテナを含む。１３．５６ＭＨｚ（又は
同様）のＲＦＩＤタグは、図２の無線周波数応答素子１０ｂに取り付けられて示すような
螺旋又はコイルアンテナ１４ｂを用いる。何れの場合でも、アンテナ１４は、呼掛け源に
より放射された高周波エネルギーを傍受する。この信号エネルギーは、タグへの電力と指
令の両方を運ぶ。アンテナにより、ＩＣチップに電力を供給するのに十分なエネルギーを
無線周波数応答素子が吸収可能であり、これにより、検出すべき応答を与えることができ
る。従って、アンテナの特性は、組み込まれるシステムに合致させる必要がある。高いＭ
Ｈｚ～ＧＨｚの範囲で動作するタグの場合、最も重要な特性は、アンテナの長さである。
一般に、ダイポールアンテナの有効長さは、呼掛け信号の半波長又は半波長の倍数に近く
なるよう選択される。半波長のアンテナがサイズ制限のために実行できないような低～中
のＭＨｚの範囲（例えば、１３．５６ＭＨｚ）で動作するタグの場合、重要な特性は、ア
ンテナのインダクタンス及びアンテナコイルの巻数である。両方のアンテナの種類の場合
、優れた導電率を必要とする。一般に、銅やアルミニウムなどの金属を使用するが、パー
マロイなどの磁性金属を含む他の導体でも許容でき、この発明の目的には実際に好ましい
。また、選択されたＩＣチップの入力インピーダンスが最大エネルギー伝達用のアンテナ
のインピーダンスに一致することも重要である。アンテナに関する追加情報は、例えば、
Ｊ．Ｄ．Ｋｒａｕｓ，アンテナ（第２版、１９８８年，ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ，Ｉｎｃ
．，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）などの参照文献から当業者に知られている。
【００２３】
　コンデンサ１６は、図２に示すように、マーカの性能を増大させるのに組み込まれるこ
とが多い。コンデンサ１６は、存在する場合、タグの動作周波数を特定の値に同調させる
。これは、最大動作範囲を得て規定との合致を確保するのに望ましい。コンデンサは、個
別部品又は後述のようにアンテナと一体化してもよい。あるタグ設計、特に超高周波数（
例えば、２．４５ＧＨｚ）で動作するように設計されたタグでは、同調コンデンサを必要
としない。このコンデンサは、アンテナにより与えられたインダクタンスに結合される場
合、次式で与えられる複合構造の共振周波数がＲＦＩＤシステムの望ましい動作周波数に
ぴったりと一致するように選択される。
【数１】

　ここで、
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　Ｃ＝静電容量（ファラッド）
　Ｌ＝インダクタンス（ヘンリー）
　また、コンデンサは、３Ｍに譲渡された米国特許第４，５９８，２７６号（Ｔａｉｔそ
の他）、第４，５７８，６５４号（Ｔａｉｔその他）に記載のような分布コンデンサでも
よい。分布コンデンサは、タグのサイズ、特に厚さを減少させ、手動組立体を最小化する
のに望ましい。
【００２４】
　運転中、図４に示すように、無線周波数応答タグ１１０は、タグを監視すべき地点の近
傍に通常位置するＥＡＳセキュリティシステム１００により呼掛けられる。呼掛けゾーン
は、タグを付けた物品が監視すべきコンベヤ搬送品目などの近傍に位置する場所から出口
を横切って間隔を空けた検出パネルを配置することにより確立してもよい。また、手持ち
式検出装置を使用してもよい。呼掛け源１０２（駆動発振器及び増幅器を通常含む）は、
呼掛けゾーンで交番無線周波数磁界又は呼掛け信号を伝送するアンテナ１０４（界磁コイ
ルと呼ぶこともある）に連結されている。また、システム１００は、信号を受信するアン
テナ（アンテナ１０４で示し、受信コイルと呼ぶこともある）及び呼掛けゾーンでタグに
より生成された信号を処理する検出器１０６も含む。
【００２５】
　呼掛け源１０２は、ある既知の周波数帯の範囲内で選択可能な呼掛け信号２００を伝送
し、周波数帯は、それらが他の用途を妨げず、該当する政府の規制を遵守するので好まし
い。無線周波数応答素子は、呼掛け信号を受信すると、アンテナ１０４により受信され検
出器１０６に伝送されるそれ自身の応答コード信号２０２を伝送する。検出器は、応答を
復号し、（コンピュータ又は他のメモリ装置１０８に格納された情報に通常基づいて）タ
グを識別し、検出されたコード信号に基づいて動作する。例えば、図示された１本のアン
テナ１０４の代わりに呼掛け源１０２及び検出器１０６用の分離アンテナを使用すること
を含む図示システムの様々な変更は、当業者に知られている。
【００２６】
　また、現代のＲＦＩＤタグは、かなりの数のユーザアクセス可能メモリを時には読取専
用メモリ又は追記型メモリの形で設けているが、距離を隔ててその内容を書き直すことに
よりメモリを繰り返し更新する性能をユーザに与えることが好ましい。設けられるメモリ
量は、変えることができ、ＲＦＩＤタグの集積回路部分のサイズ及びコストに影響を及ぼ
す。一般に、１２８ビットから５１２ビットの間の総メモリを経済的に設けることができ
る。例えば、名称「Ｔａｇ－ｉｔ」でテキサス州ダラスのＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅ
ｎｔｓから入手できるＲＦＩＤタグは、ユニークタグ連続番号、バージョン及び製造情報
などの品目用に確保された１２８ビットのメモリに加えて２５６ビットのユーザプログラ
マブルメモリを設けている。同様に、名称「Ｉ－Ｃｏｄｅ」でオランダ、Ｅｉｎｄｈｏｖ
ｅｎのＰｈｉｌｉｐｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓから入手できるＲＦＩＤタグは、
前述の種類の情報用に確保された追加の１２８ビットに加えて３８４ビットのユーザメモ
リを設けている。
【００２７】
　このユーザアクセス可能メモリは、例えば図書館の環境で配置された品目識別システム
の性能を向上させるのに活用してもよい。現在、図書館では、光学バーコードを走査する
ことにより品目を識別している。このバーコードに含まれるユニーク識別子は、品目に関
するより広範囲の情報を永続的に維持する図書館自動化ベンダ（ＬＡＶソフトウェア）に
より提供されたソフトウェアを含む循環データベースをアクセスするのに使用される。こ
のシステムは、多くの用途で大いに発揮されて非常にうまく作動しているが、２つの欠点
を有する。第一に、循環データベースとの接続を確立して情報をアクセスする必要がある
。これは、品目がこのデータベースとの接続から遠い位置にある場合に情報の入手可能性
を制限する。第二に、循環データベースからの情報の検索に、特に頻繁な使用の期間中に
容認できないほど長い時間を要することがある。特定の重要な品目の情報をＲＦＩＤタグ
上に格納することにより、これらの制限の両方を克服することもできる。
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【００２８】
　ＲＦＩＤタグ自体上に存在する場合、図書館識別システムの性能を向上可能な情報の一
例は、図書館識別番号である。次に、データベースをアクセスすることなく、品目の「ホ
ーム」図書館は、ＲＦＩＤラベルを単に走査することにより迅速かつ便利に判定できる。
ＲＦＩＤタグ自体上に存在することが好ましい情報の別の例は、品目が本、ビデオテープ
、オーディオテープ、ＣＤ又は何か他の品目であったか否かを示すコードである。このコ
ードは、例えば、本発明の譲受人から入手できる３Ｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｃ
ｈａｎｇｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌに指定された媒体型コードから構成することもできる。媒
体型を直ちに知ることにより、図書館の資料管理システムは、遠い循環データベースを調
べる遅れ及び不便を蒙ることなく品目が適切に処理されていたことを保証することができ
る。ＲＦＩＤラベルへの組込みに適した情報の他の例は、当業者に明らかである。
【００２９】
　ＲＦＩＤシステムがバーコード式システムと比べて利点をもたらす別の分野は、多数の
品目の識別にある。精巧なソフトウェアアルゴリズムを使用することにより、ＲＦＩＤリ
ーダ及びマーカは、リーダの呼掛けゾーンの全品目がオペレータによる介入なしでうまく
識別されることを共同して保証する。この性能により、バーコード式識別システムを用い
て実現不可能で困難であった在庫制御、品目追跡、及び分類の分野において多数の有用な
用途の開発が可能となる。
【００３０】
　Ｃ．組合せタグ
　図３及び図５～図８に示すように、組合せタグ２０は、磁気応答素子と無線周波数応答
素子を組み合わせて両方の利点を供する。よって、２つの素子を同時に対象品目に適用し
て、これにより、コストを削減できる。組合せタグには、着脱可能な裏当てにより覆われ
た感圧接着剤を設けることもでき、裏当てを取り外したときに組合せタグを物品の表面に
接着することができる。別の実施形態において、タグは、磁気応答素子を無線周波数応答
素子用のアンテナとして使用する。磁気応答素子は、アンテナとして使用される場合、無
線周波数応答素子に電気的に結合されるが、無線周波数応答素子に物理的に結合されても
結合されなくてもよい。
【００３１】
　本発明に従って構成された組合せタグは、２つの方法で呼掛けることもできる。第一に
、ＲＦＩＤ呼掛け源は、無線周波数信号を用いてコードを集積回路から要求して受信する
。この情報は、例えば、タグを対応付けた物品の識別、及び物品が適切に処理されていた
か否かを示す。第二に、磁気呼掛け磁界は、タグを呼掛けてマーカ組立体の磁気部分が活
性であったか否かを判定する。マーカ組立体が活性であった場合、呼掛け源は、マークを
付けた物品が適切に処理されていなかったという通知などの応答を生成する。磁気呼掛け
は、高周波呼掛けよりも遮蔽に強いので、組合せタグの磁気部分はセキュリティを向上さ
せる。よって、磁気及びＲＦＩＤタグの両方の特徴が、１つの組合せタグに組み合わせら
れる。
【００３２】
　好ましい実施形態において、組合せタグは、無線周波数応答素子の回路でアンテナとし
ての機能も果たす磁気応答素子を含む。両方の機能を満たすために、アンテナの材質は、
（有効なセキュリティ素子としての機能を果たすのに）低保磁力と超高透磁率を示し、（
有効なアンテナとしての機能を果たすのに）高い導電率をやわらげる必要がある。更に、
アンテナの形状は、両方の機能に適合する必要がある。この実施形態において、アンテナ
は、例えばパーマロイ、ニッケルと鉄の合金から製造可能である。
【００３３】
　一実施形態では、３Ｍ「Ｔａｔｔｌｅ－Ｔａｐｅ（登録商標）」のブランドセキュリテ
ィ細片又は他の同等の磁気素子を、２．４５ＧＨｚ又は同様な高周波数で動作する線形ダ
イポールアンテナとして使用することもできる。この細片の長さ、幅及び厚さは、使用さ
れるＲＦＩＤチップの特定の動作周波数及び他の特性に合致するように選択される。一般
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に、細片は、（商品名「ＨｙＭｕ８０」でＣａｒｐｅｎｔｅｒ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ａ
ｌｌｏｙｓ，Ｒｅａｄｉｎｇ，ＰＡを含む多数の供給元から入手できる）パーマロイ、又
は例えば名称２７０５Ｍでニューヨーク、モーリスタウンのＡｌｌｉｅｄＳｉｇｎａｌ　
Ｃｏｍｐａｎｙから入手できるアモルファス合金から成り、その長さは、６．３５から１
６．５ｃｍ（２．５から６．５ｉｎ．）の間である。集積回路の端子は、セキュリティ細
片の端部に物理的に接続される。インピーダンス及びパワーゲインの電気的測定値は、そ
のようなチップで通常使用される銅又はアルミニウムのダイポールアンテナと同一の基本
的な電気的特性をそのような磁気細片が与えることを立証しており、従って、十分に両方
の機能を果たすことが予期される。
【００３４】
　磁気応答素子を無線周波数応答素子用のアンテナの少なくとも一部で使用する場合、２
つの素子は互いに電気的に結合される。電気結合は、（図５に示すように）多数の素子間
の物理的接続のために生じることがあり、また物理的接続が無い場合は、（図６、図７及
び図８に示すように）非接触電磁結合による。非接触結合は、無給電結合、容量結合又は
誘導結合を含み、無給電アンテナ素子、反射器及び導波器アンテナ、Ｙａｇｉ－Ｕｄａア
ンテナ又は他の適当なアンテナ形態のようなアンテナ構成要素を使用できる。
【００３５】
　図３に示す組合せタグは、磁性体から成るコイル巻きを含む。タグは、例えば、磁束収
集器をコーナーに設けてタグの磁気作用を向上させるような参照符号１４ｃのアンテナ構
造を有する１３．５６ＭＨｚのタグでもよい。他の種類の磁束収集器を設けることもでき
る。
【００３６】
　図５に示す組合せタグ２０は、磁気応答資料から成るアンテナ２２と集積回路１２との
間の物理的接続を含む。また、磁気応答資料を選択的に活性化及び不活性化して二重状態
タグを設けることができるように、１つ以上の保磁素子又は上述のタイプを磁気応答資料
に適用することもできる。しかし、図６に示すアンテナ２２ａは、集積回路１２又はダイ
ポールアンテナ２３と物理的に接続されていないが、それにもかかわらず、無給電ダイポ
ール結合によりダイポールアンテナと電気的に結合されて組合せタグ２０ａを設けている
。ダイポールアンテナ２３は、磁気応答資料又は非磁気応答資料から構成してもよい。
【００３７】
　図７及び図８は、複数本のアンテナ２２を設けてアンテナ２３ｂ及び２３ｃとそれぞれ
電気的に結合する実施形態を示す。図７に示す組合せタグ２０ｂにおいて、集積回路１２
は、アンテナ２２ｂと無給電的に結合されたダイポールアンテナ２３ｂを含む。アンテナ
２２ｂは磁気応答資料から構成され、アンテナ２３ｂは磁気応答資料から構成してもよい
。図８に示す組合せタグ２０ｃにおいて、図２に示すタイプの無線周波数応答素子は、ア
ンテナ２２ｃと無給電的で電気的に結合されている。アンテナ２２ｃは磁気応答資料から
構成され、アンテナ２３ｃは磁気応答資料から構成してもよい。これらの実施形態の他の
変更は、容易に設計される。
【００３８】
　組合せタグの全厚は、タグを資料の上又は内部に目立たないように配置できるように、
できるだけ小さくすべきである。例えば、タグは、本の頁の間に接着剤で貼ることもでき
、本の端の注視による容易な検出を防ぐのにタグを十分に薄くすることは望ましい。従来
のＩＣの厚さは約０．５ｍｍ（０．０２ｉｎ．）であり、タグの全厚は０．６３５ｍｍ（
０．０２５ｉｎ．）未満であることが好ましい。
【００３９】
　この発明の組合せタグは、個々のタグを物品に自動逐次貼付が可能となるように、ロー
ルの形で設けることもできる。この汎用システムは、例えばＰＣＴ公報第ＷＯ９７／３６
２７０号（ＤｅＶａｌｅその他）に記載されている。１つ以上の表面を接着剤（例えば、
感圧接着剤）で被覆可能な個々の組合せタグは、ロールから取り外して本の縁取り近傍で
本の２枚の頁の間に貼ることもできる。頁のスプレッダを設けて、組合せタグの挿入を容
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易にすることもでき、また、システムの各種構成要素の位置を検出するセンサなどの他の
オプションを設けることもできる。
【００４０】
　組合せタグは、図書館の資料の処理において独占的ではないが特別な用途を有すると考
えられている。この種のＲＦＩＤタグを有する図書館の資料は、恐らく人の手助けなしで
より容易に受け入れ及び貸し出し可能である。即ち、資料は、利用者が適当な検出ゾーン
の中を通過すると、（自分の図書館カードに対応付けられたＲＦＩＤタグを持つ）特定の
利用者に自動的に貸し出され、利用者が資料を持って図書館に再度入ると、チェックバッ
クされる。また、本発明のタグは、図書館の管理者が資料を即座に絶えず追跡できること
により、在庫管理及び分析の手助けにもなる。本発明のこれら及び他の特徴は、商店、倉
庫その他における資料取り扱いなどの他の用途にも当然効果がある。
【００４１】
　別の実施形態において、組合せタグは、（タグの磁気特徴が活性化又は不活性化されて
いたか否かを示す）磁気応答及び（品目が適切に処理されていたことをデータベース又は
ＲＦＩＤチップ自体上のメモリが示したか否かを適当なソフトウェアに使用により示す）
無線周波数応答の両方による二重状態マーカ情報を与えることもできる。
【００４２】
　次の実施例は、以下に第ＩＩ節で説明される本発明の実施形態で使用されるタグに関す
る更なる情報を与える。
【００４３】
　第１実施例
　組合せタグは、本発明に従って構成された。名称「ＨｙＭｕ８０」でペンシルバニア州
リーディングのＣａｒｐｅｎｔｅｒ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎか
ら入手できる合金から製造されたパーマロイ細片は、カリフォルニア州サンディエゴのＳ
ｉｎｇｌｅ　Ｃｈｉｐ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（ＳＣＳ）製の試験固定具に取り付けられた。細
片は、幅が約１．６ｍｍ（０．６２５ｉｎ．）、厚さが０．０２５４ｍｍ（０．００１ｉ
ｎ．）、長さが１０．１６ｃｍ（４ｉｎ．）であった。試験固定具は、ＬＥＤダイオード
に接続された標準ＳＣＳ２．４５ＧＨｚのアンテナから構成した。装置は、通常のＳＣＳ
のＲＦＩＤタグに電力を供給するのに十分強い２．４５ＧＨｚ磁界への暴露の際にＬＥＤ
が光って装置の電力受信部分の適正動作の即時可視確認を与えるように設計された。標準
ＳＣＳアンテナを試作品のパーマロイアンテナと取り替える際に、ＬＥＤは、ほぼ同一の
磁界強度で明るくなり、試作品の正常動作を確認した。
【００４４】
　第２実施例
　図３は、１３．５６ＭＨｚのＲＦＩＤ設計で役立つと考えられているアンテナの別の実
施形態を示す。この周波数で、コイル型アンテナ形状は好ましい。コイルを含む螺旋巻き
は、エッチング（物理的又は化学的）、打抜き、又はマスクによる蒸着の何れかにより、
パーマロイなどの磁気合金から形成されている。コイルの直線「アーム」部分は、この設
計で磁気応答素子としての機能も果たす。しかし、この形状でこれらの金属素子の減少し
た長さにより、装置の磁気セキュリティ部分の有効性が制限される。図３に示す実施形態
では、コーナーに設けられた磁束収集素子がアンテナコイルに追加されていて、この制限
を克服している。図３に示す構成は、アンテナの動作周波数を規定の呼掛け周波数に同調
させる前述のようなコンデンサを含むことが好ましい。
【００４５】
　この実施例で記載のアンテナの特性は、無線周波数集積回路用の既知のアンテナの特性
と比較され、それらの特性は同様であったので、この実施例のアンテナはこのような用途
で十分に機能すると考えられる。
【００４６】
　後述される本発明の実施形態では、ＲＦＩＤ素子のみを有するタグ又は組合せタグを使
用することができ、両方とも上述されている。
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【００４７】
　ＩＩ．ＲＦＩＤシステムの用途
　図書館では、図書館資料を用いて完了した利用者により返却される大量の図書館資料を
絶えず受け取る。その後の利用者が資料を再度捜し出して貸し出しできるために、資料を
正確かつ迅速に分類して棚に載せる必要があり、一旦資料が元の場所に戻されていると、
資料を検出するのに利用者を手伝う必要が多い。ここに記載のＲＦＩＤ関連発明の各種実
施形態は、この処理に直接関しており、望み通りに一緒又は別個に使用してもよい。
【００４８】
　ここに記載のシステムの構成要素は、次のようなタイプの携帯式（好ましくは手持ち式
）又は据え置き式のＲＦＩＤ装置である。ＲＦＩＤ装置は、利用者カード、本、又は他の
資料などの品目上のＲＦＩＤタグから情報を読取るのに装備されている。ＲＦＩＤタグか
ら読取られた情報は、品目の適切な以後の処理を確保するのに使用できる媒体型（例えば
、磁気、印刷又は光学）の名称を含むことが好ましい。また、ＲＦＩＤ装置には、品目タ
グのセキュリティ素子部分の活性化及び不活性化を可能とするように設計されたコイルな
どの装置が装備されている。ＲＦＩＤ装置がＲＦＩＤタグを読取った後、装置は、図書館
オートメーションベンダ又はＬＡＶにより提供されたソフトウェアを有するコンピュータ
に品目識別情報を伝送する。約５０の中で、現行のＬＡＶソフトウェアシステムは、ユタ
州プロボのＡｍｅｒｉｔｅｃｈ　Ｌｉｂｒａｒｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓから入手できる「Ｄ
ｙｎｉｘ」、コロラド州デンバーのＣＡＲＬ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手できる「
Ｃａｒｌ　ＩＬＳ」、及びミズーリ州セントルイスのＤＲＡから入手できる「ＤＲＡ」で
ある。
【００４９】
　ＲＦＩＤタグから得られた情報をＬＡＶシステムに伝送する方法は数多くある。一つの
方法は、３Ｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＩＰ
）で実施される指令の使用を含む。別の方法は、あたかも情報が従来のバーコードスキャ
ナから発生したかのように情報を伝送する「ウェッジ」として知られている電子装置の使
用を含む。これら及び他の技法は、当業者に周知である。このようにして、ＲＦＩＤ装置
のＲＦＩＤ構成要素は、装置で使用され続けることができるあるいはできない、光学バー
コードスキャナにより以前に実行された機能を実行する。従って、図書館では、ＲＦＩＤ
技術により提供された追加機能性及び特徴を享受しながら、図書館の既存のＬＡＶソフト
ウェアシステムのインタフェース及び端子を使用し続けることもできる。ＲＦＩＤ装置は
、既存のＬＡＶソフトウェアシステムのディスプレイと共同してオペレータへのフィード
バックを与える場合、ディスプレイを含む必要がない。オプションとして、ディスプレイ
及び他のフィードバック機構を、統合パッケージとしてＲＦＩＤ装置に含めてもよい。
【００５０】
　多数の用途に関して、携帯式、好ましくは手持ち式ＲＦＩＤ装置を設けることが望まし
い。手持ち式ＲＦＩＤ装置は、棚、ビン、パイル及び図書館のカートの中で探索可能であ
る。この装置は、それを品目に十分近くに置くことができる場所ならどこでも基本的に探
索可能である。装置の範囲内にある多数の品目を識別することができる。これら及び他の
特徴により、進歩的な携帯式ＲＦＩＤ装置は貴重な図書館ツールとなる。簡単化するため
に、携帯式ＲＦＩＤ装置を、それらの構成要素及び動作に関してまず説明し、種々の有用
な機能又はこのような装置の使用方法に関して次に説明する。ここに記載の機能又は方法
が非携帯式ＲＦＩＤ装置にも同じく適用できること、及び非携帯式ＲＦＩＤ装置に関する
上記機能又は方法が携帯式ＲＦＩＤ装置にも同様に適用できることに留意することが重要
である。異なる機能及び方法は、その機能又は方法を実行するのにより多用されるＲＦＩ
Ｄ装置のタイプと共に単に分類されている。
【００５１】
　本発明の手持ち式ＲＦＩＤ装置は、ここに記載の種類の各種機能を可能にするＲＦＩＤ
リーダ及びライタ、メモリ、電源、ならびにソフトウェアを含むことが好ましい。ＲＦＩ
Ｄリーダ／ライタは、テキサス州ダラスのＴｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製のＣｏ
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ｍｍａｎｄｅｒ３２０の１３．５６ＭＨｚのＲＦＩＤリーダから構成することができる。
メモリは、好ましくはコンピュータの形で、例えばＰａｌｍ　Ｐｉｌｏｔという名称でカ
リフォルニア州サンタクララの３Ｃｏｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できる「パームトップ
」又は手持ち式コンピュータにより設けることもできる。手持ち式コンピュータは、オペ
レーティングシステム、タッチスクリーンディスプレイ、ユーザインタフェースを開発す
る数個のボタン、再充電端末、装置と別のコンピュータとの間でデータを伝送するドッキ
ング端末、手持ち式装置（例えば、ＲＦＩＤリーダ）に周辺機器を接続する１つ以上のポ
ート、及びバッテリ電源を含むこともできる。また、あるユニットは、バーコードスキャ
ナなどの組込み周辺機器を含むこともできる。また、ライト、オーディオ及びディスプレ
イを含む種々のフィードバックシステムを含むこともできる。
【００５２】
　上述のように、手持ち式装置と別の処理端末との間でデータを転送する多数のオプショ
ンがある。ドッキング端末の方法を用いて、データをアップロード又はダウンロードする
ことができる。この方法は、例えば、探索を実行して特定の品目を見付ける前に品目識別
情報をアップロードするのに使用可能である。別の例では、図書館内で使用されている品
目の収集に続くデータをダウンロードすることがある。リンクは、（図示のように）ドッ
キング端末として、無線又は有線ダウンロード及び／又はアップロードとして、手持ち式
装置と別のプロセッサとの間の無線又は有線リアルタイムリンクとして、又はこのような
データを転送するのに適した他の方法で実施可能である。このような例の一つは、ニュー
ヨーク、ホルツビレのＳｙｍｂｏｌ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからのＳｐｅｃｔｒｕｍ
２４無線ＬＡＮシステムである。Ｓｐｅｃｔｒｕｍ２４のようなシステムにより、モバイ
ルユーザがモバイル装置とローカルエリアネットワークとの間で無線通信できる。この動
作の場合、モバイルユニットは通常、ＳｙｍｂｏｌのＬＡ２４００　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
ＬＡＮ　ＰＣ　Ｃａｒｄなどの無線通信を支援する通信構成要素を含む。
【００５３】
　装置用ユーザインタフェースは、探索状態の通信及びユーザのデータ入力の両方を行え
るように設計されている。入力データは、種々の探索モード及びタスクに特有の入力デー
タ（例えば、品目を貸し出すこと、又は品目を待機すること）の中で装置の切り替えるこ
とを含んでもよい。ユーザへのフィードバックは、音、光及びディスプレイの組合せによ
り与えることが好ましい。ディスプレイは、ユニットと一体化又は分離してもよい。分離
の場合、ディスプレイは、ユーザにより容易に閲覧可能な「着用できる」ディスプレイを
含む種々の方法で設計可能である。
【００５４】
　手持ち式ＲＦＩＤ装置の特に有用な実施形態は、次の通りである。ＲＦＩＤリーダ、ユ
ーザインタフェース、電源、アンテナ、プロセッサ及びソフトウェアを１つの集積ユニッ
トにすべて設けた手持ち式ＲＦＩＤ装置が設けられている。上述のＰａｌｍ　Ｐｉｌｏｔ
などの手持ち式コンピュータを用いることにより、ＲＦＩＤ装置が個別のコンピュータ、
データベース、ソフトウェアシステム等と対話しなければならないシステムと比べて、後
述する多種類のリアルタイム機能を達成可能である。ソフトウェアは、望み通りに、ここ
に記載の種類の機能を支援する制限された又は全域の性能を与えることもできる。また、
手持ち式ＲＦＩＤ装置は、ユーザのウエストの周りに着用可能なタイプの大型電源につな
がれることもあるが、一体型電源を含むことが好ましい。一体型電源の場合、電源は、プ
ロセッサに電力を供給してもしなくてもよく、ドッキング端末への接続時に再充電しても
よい。手持ち式コンピュータを用いる場合、コンピュータはそれ自体の電源を含んでもよ
く、情報をアップロード及び／又はダウンロードするドッキング端末への接続時に再充電
してもよい。
【００５５】
　手持ち式ＲＦＩＤ装置は、ＲＦＩＤタグを付けた品目を、品目の範囲内で活性化されて
いる時はいつでも呼掛けて識別することができる。ＲＦＩＤ装置に必要とされる電力の経
過時間が最小となるように、間欠的な活性化を、例えば装置に対応付けられたトリガーに
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より与えることもできる。読取り距離は、多くの要因の関数であるが、現行の技術及びシ
ステムが動作する予想周波数で仮定すると、１５から４５ｃｍ（６から１８ｉｎ．）の間
であると予想される。ある用途では、装置がより近い範囲で品目対応付けられたＲＦＩＤ
タグを単に呼掛けるように、装置の動作範囲を制限することが望ましい場合もある。他の
場合には、動作の最長利用可能範囲が望ましい。他の用途では、バッテリパックから長時
間連続動作を可能とするのに出力電力（即ち、読取り範囲）を制限することが好ましい場
合もある。また、読取り範囲は、アンテナに対するＲＦＩＤタグの向きに加えてアンテナ
の設計により影響を受ける。読取り範囲、バッテリ重量、及びバッテリ再充電又は交換の
間の寿命は、互いに左右されることが多いことを認識すべきである。装置用の特定の用途
に基づいて、種々の妥協が予想可能である。
【００５６】
　運転中、手持ち式装置の特に有用な特徴は、装置により走査されている品目に関するリ
アルタイム情報を得ることである。即ち、手持ち式装置は、ＲＦＩＤタグから情報を得て
、その情報を直ちに表示するか、又はタグ付き品目に関連がある手持ち式装置内に格納さ
れた情報を直ちに表示する。これは、その情報をユーザに対して表示できる前に情報の分
離データベースとドッキングさせる、又は通信する必要がある装置と対照的である。また
、本発明の手持ち式装置は、このような特徴を求める場合、分離データベースとドッキン
グさせる、又は通信することもできる。
【００５７】
　Ａ．ＲＦＩＤ装置を用いた図書館の資料の分類
　本発明の一実施形態では、上述のタイプのＲＦＩＤ装置を用いて、図書館の職員が図書
館に返却された品目を分類している際に職員に分類の援助を与える。分類作業は、既に返
却が記録されている品目及び再感度化された関連磁気セキュリティ素子に関して実行でき
る。代わりに、分類作業は、単一処理で返却記録及び再感度化作業を組み合わせて実行す
ることもできる。簡単にするために、本発明は両方の作業に関するけれども、第１の作業
をここで説明する。
【００５８】
　各々の図書館では、例えば、大人のノンフィクション、児童のフィクション、所有され
ている資料、及び別の図書館部門へＩＬＬ（図書館内貸付け）であった又は貸付け予定で
ある資料などを含むそれら自体の分類カテゴリを指定する。オペレータが分類作業を開始
すると、彼又は彼女は、図９に示すように、ＲＦＩＤ装置を用いて、資料に対応付けられ
たＲＦＩＤ素子を走査し、例えば資料が属するカテゴリ、及びそのカテゴリ内の資料を収
容するカート又はコンテナの視覚又は可聴信号を受信することができる。例えば、オペレ
ータは、本を走査し、その本が児童フィクションのカテゴリであることを学習し、その本
がカート番号１２３上にあることを学習することもできる。資料の識別、カテゴリ、及び
品目の一時的（最初）又は永続的（最終）な位置は、ＲＦＩＤ素子、ＬＡＶソフトウェア
、分離式分類データベース、別の出所、又は前述の組合せから得られた情報に応じて発生
することもできる。分離式分類データベースは、性能及び汎用性の潜在的な利点を与える
。
【００５９】
　種々のＲＦＩＤ装置は、分類作業中に使用してもよい。１つの好ましい装置は、手を使
わない操作の利点を与える図１０に示すタイプの携帯式の着用できるリーダである。手を
使わない別のオプションは、図１１に示すように、品目の陳列所の近くにリーダを位置決
めしてから、処理されるようにリーダにより各品目を通過させることである。他のオプシ
ョンは、当業者に明らかであるように、図１２に示すような手持ち式リーダや固定装置を
含む。
【００６０】
　種々の手順を用いて、分類作業を処理してもよい。１つのオプションは、図書館用分類
カテゴリのデータベース、棚数及び各カートに対する各棚の容量を含むカート情報のデー
タベース、及び分類プロセッサを含む。分類プロセッサは、各カートの状態、残容量、及
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びカートに割当てられた現在のカテゴリを追跡する。品目が処理されると、品目の識別が
分類プロセッサに送信される。プロセッサは、カート状態及び分類カテゴリに関する情報
を用いて、次の品目を配置する場所を判定する。次に、プロセッサは、ユーザに分類命令
を表示してカートデータベースを更新する。
【００６１】
　図９は、分類情報の表示の例を示す。この場合、フィクションの分類及び特定の図書館
カート位置の両方が、装置に取り付けられたディスプレイ上に表示されている。同一のデ
ィスプレイは、装置と独立でもよく、上述の他の識別オプションでフィードバック用に使
用してもよい。また、他の表示方法を使用してもよい。ＬＥＤは、各カート上の各棚に取
り付けてもよい。分類プロセッサは、信号を適当な棚に送信して、ＬＥＤを点灯させるこ
ともできる。また、音声信号を使用してもよい。オプションとして、カート上の品目の配
置を確認するカートに取り付けられたＲＦＩＤリーダがあってもよい。これは、品目が適
切に配置されたことを保証し、追跡作業に役立つ。
【００６２】
　この分類環境で使用されるＲＦＩＤ装置は、追加機能を含んでもよい。装置は、例えば
、特定のカートが満杯であり、特定のカートを資料（例えば、フィクションや傷ついた資
料など）の一定のカテゴリに対応付けるべきであるという情報（指令）を受け取ってもよ
い。また、装置は、ＲＦＩＤ素子を有するタグを自動的に分配する、又は要望に応じてタ
グを分配するＲＦＩＤタグプリンタを組み込んでもよい。
【００６３】
　ＲＦＩＤタグプリンタの一実施形態において、バーコードスキャナは、ＲＦＩＤリーダ
／ライタとＲＦＩＤタグのロールを保持するディスペンサとを含む装置に取り付けられる
。タグは、品目に配置できるように片側に接着剤を有する。接着剤は、品目のタイプによ
って一時的又は永続的であってもよい。装置は、オプションとしてＬＡＶソフトウェアシ
ステムに接続されている。品目をバーコードスキャナの下に置くと、スキャナは品目用の
バーコードを読取る。オプションとして、装置は、品目ＩＤをＬＡＶソフトウェアに送信
して、品目が図書館に属すること、及び品目がＲＦＩＤタグを有するべきであることを確
認し、品目型などの品目に関する追加情報を場合によっては抽出する。次に、ＲＦＩＤラ
イタは、適当な情報を次の利用可能なＲＦＩＤタグに書込む。オプションとして、ユーザ
は、ボタンやキーボードを介してタグ上に置くべき追加情報を入力することもできる。例
えば、ユーザは、品目型を示すことを望む場合もある。すべての情報が入力されている場
合、ユーザは、新しいタグを印刷してプリンタがタグを分配することを指示する。ユーザ
は、タグを品目に入れる。これは、ＲＦＩＤ素子を現在何も有しない、又は傷ついたＲＦ
ＩＤ素子を有する品目に役立つ。別のオプションは、図書館の資料に容易に貼付及び同資
料から取り外し可能な一時的なＲＦＩＤタグを分配することである。これは、すべて又は
特定の非ＲＦＩＤ品目に対して行うこともできる（恐らく適用できる）。次に、その品目
は、タグを容易に取り外して再使用さえできる時点で分類地点から最終棚載せを介してＲ
ＦＩＤにより追跡することもできる。
【００６４】
　ＲＦＩＤ式分類システムの利益には、分類作業後に各品目の特定の位置を知ること、及
び所与の初期位置で全品目のリスト（例えば、カート１２３上の全品目）を生成できるこ
とがある。また、ＲＦＩＤ式分類は、より正確な分類を確保でき、大量の職員訓練を必要
とすることなく図書館により迅速に実施することもできる。
【００６５】
　Ｂ．携帯式ＲＦＩＤ装置を組み込んだカート
　図書館の資料が上述のように分類された後、資料は通常、携帯式カートに載せられて図
書館内のそれらの適当な位置に運搬される。この種の図書館カートは、フレーム、車輪及
び棚のみを従来含んでいるが、本発明の図書館カートは、図書館にとって非常に重要な幾
つかの特徴を含むこともできる。携帯式ＲＦＩＤ装置を組み込んだ図書館カートを、便宜
上ここでは「スマートカート」と単に呼ぶものとする。
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【００６６】
　本発明によるスマートカートは、それら自体の内容を呼掛けてそのカート上に積載され
た資料を判定することもでき、何れの棚の上に各品目があるかを含むカート上の品目の順
序を判定することもできる。スマートカートの主要な利益は、スマートカートが棚載せ作
業で図書館の職員を援助できること、及び品目が再度棚に載せられる前でも品目を特定の
カート位置に追跡できることである。ここで最も詳しく説明した実施形態は、カート、特
に図書館内のカートに関連しているが、例えばビン、パイル、棚及び部屋における他の品
目の収集に対して本発明が等しく適用できることを当業者は分かるであろう。
【００６７】
　一実施形態において、スマートカートは、図１２に示す上述のタイプの手持ち式ＲＦＩ
Ｄ装置との併用で使用することもできる。オペレータは、手持ち式ＲＦＩＤ装置を用いて
その装置を特定の順序（例えば、左から右、及び上から下）でカートの近くで通過させる
こともできる。ＲＦＩＤ装置が品目の近くで通過すると、この装置は、ＲＦＩＤタグを有
する品目を読取り、カート上のそれらの位置を記録して格納する。ＲＦＩＤリーダは、カ
ート上のタグを読取ることにより、又はカート識別情報を手持ち式ユニットに入力するこ
とにより、カートを識別する。ユーザが、カート上にあるがそのカート上の正確な品目位
置でない品目を記録する必要があるだけの場合、ユーザは、任意の順序で品目の近くで装
置を通過させることができる。積載後に全カートを読取ることができるので、積載作業を
遅らせることはなく、カート在庫はより正確になる。代わりに、ＲＦＩＤ装置をカートに
固定してもよく、品目をリーダの近くで通過させて棚に載せてもよく、その後、職員がカ
ート上の品目の棚位置を入力することもできる。
【００６８】
　あらゆる前述の実施形態に関して、リーダが品目のタグを識別できない場合、非ＲＦＩ
Ｄ品目を迅速に判定することができる。それらの品目は、ユーザの随意で、バーコードリ
ーダを用いて別々に処理し、識別したり、又はＲＦＩＤシステムへの変換用のＲＦＩＤタ
グを受信するのに指定することもできる。
【００６９】
　また、スマートカートの内容及びそれらの位置は、便利な幾つかの方法で判定すること
もでき、図書館職員による介入をほとんど又は全く必要としない。一つの方法は、各カー
ト棚の長さに及ぶアンテナを有するスマートカートを使用することである。アンテナは、
適当なＲＦＩＤ装置に接続され、カートが品目の在庫及びそれらの位置を把握することが
できる。また、カートは既存のＬＡＶソフトウェアシステムに接続してもよく、カートの
全内容及びカートの認識は、ＬＡＶソフトウェアシステムにダウンロードしてもよい。代
わりに、情報は、分離データベースに保管することもできる。両方の場合、この「プラグ
接続式」カートにより、図書館資料の認識及び特定位置に関する正確なデータを迅速かつ
直ちに転送できる。プラグ接続式カートは、図１３に示してある。
【００７０】
　スマートカートシステムの一実施形態は、次の通りである。ユーザは、キーボード又は
ボタンの対話を介して「カート読取り操作」を開始する。カートは、そのカートに対応付
けられたＲＦＩＤタグをオプションとして有する。タグが使用可能である場合、ソフトウ
ェアは、ＲＦＩＤ呼掛けを開始してカートの認識を確立する。代わりに、カート読取り操
作を開始するユーザは、手作業でＲＦＩＤ装置にカート識別情報を入力することもできる
。ソフトウェアは、カートＩＤを位置データベースに送信してから、各棚を呼掛ける。棚
上の各品目の識別は、その後情報を位置データベースに送信するソフトウェアに送信され
る。呼掛け完了後、ソフトウェアは、オプションとして、情報を位置データベースからＬ
ＡＶソフトウェアに送信してその後更新することもできる。
【００７１】
　図書館の資料及びそれらのカート上の正確な位置を識別する別の方法は、図１４及び図
１５にそれぞれ示すように、カートをＲＦＩＤトンネルの中に、又はＲＦＩＤ「反トンネ
ル（ａｎｔｉ－ｔｕｎｎｅｌ）」の上に通過させることである。カートがトンネルの下又
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は反トンネルの上で移動すると、各々のＲＦＩＤリーダは、カートの両側上の全品目の認
識及び概略位置を判定することができる。トンネルの利益の一つは、非金属カートはＲＦ
ＩＤシステムを妨げないように金属カートに対して好ましい場合もあるが、カートをトン
ネルの下で押し進めることができる限りは特別なカートを必要としないことである。反ト
ンネルの方法は、カートの中央の下で適合するように設計されたリーダの上で押し進める
ことができる特別なカートを必要とする。
【００７２】
　カート上の品目を識別して検出する更なる方法の一つには、図１６に示すタイプの「剣
リーダ」の使用がある。この「剣」は、ＲＦＩＤ読取り性能を有し、カートの適当な位置
に挿入されると、そのカート上の品目の内容及び位置を判定することができる。
【００７３】
　Ｃ．ＲＦＩＤ装置を用いた棚載せ援助
　一旦図書館資料がカート又は他の初期位置上に配列されると、上述のようなスマートカ
ートにより得られた情報のデータベースに入れられた情報を用いて棚載せ時に援助を与え
ることが望ましいこともある。よって、本発明の別の実施形態は、好ましくは資料を棚に
載せるべき順序で資料のリストを含む資料の棚載せの援助に関する。リストは、カートに
関する特定の位置情報を含むこともでき、また対話式援助を与えることもできる。
【００７４】
　第１のステップは、棚載せに関する所望の順序及び処理を確立することである。図書館
では、図書館の資料を棚に載せる独自の方法を確立することが多い。図書館の各課では、
異なる順序付け方式を含むこともある。例えば、大人フィクションを、著者の姓、次にそ
の著者内の名称により棚に載せるのに対して、大人ノンフィクションを、Ｄｅｗｅｙ　Ｄ
ｅｃｉｍａｌシステムにより分類することもできる。また、図書館では、再棚載せ作業中
に図書館を移動する好ましい経路を指定することもできる（例えば、大人ノンフィクショ
ンにおいて棚１の棚載せを開始し、次に棚４に行く）。方法及び順序を確立する仕方の一
つは、棚卸しをすると自動的に情報を棚に載せるデータベースを作成することである。一
実施形態において、棚載せデータベースは、ユーザにより決定された順序を用いて全棚上
の全品目を通り越してユーザがＲＦＩＤ装置を払うとユーザにより作成される。各品目を
読取ると、その品目は棚載せプロセッサに送信される。棚載せプロセッサは、品目が入力
された順序を維持しながら、棚載せデータベースに情報を入れる。また、棚載せプロセッ
サは、タグ、分離データベース又はＬＡＶソフトウェアから収集された追加情報を用いて
棚載せ順序を分析することもできる。例えば、本棚の完了後、棚載せプロセッサは、ＬＡ
Ｖソフトウェアからの情報を用いて、棚には大人フィクションがあったこと、及び著者の
姓を用いて棚順序が確立されたことを判定することもできる。このようにして、データベ
ースは、適切な棚順序を「教示」することもでき、その後、他の図書館作業と共に使用す
ることもできる。
【００７５】
　「スマートカート」のデータベースと共に上述の図書館又は在庫処理により確立された
配置情報を用いて、棚順序をカートに対して確立することができる。一実施形態では、棚
順序リストをユーザに対して印刷することができる。所与のカートに対する棚順序リスト
は、例えば、第１の品目、呼出番号９１３．４７Ａ、題名の最初の部分が「Ｊｏｉｎ　ｍ
ｅ　ａｔ　ｍｙ　ｈｏｍｅ．．．」と書いてあるものはカート棚３上に位置すること、及
びそれがその棚の５番目の本であることを示すこともできる。棚に載せられるべき第２の
品目は、例えば、呼出番号９１６．８、題名の最初の部分が「Ａｎｏｔｈｅｒ　ｒｅａｓ
ｏｎ．．．」と書いてあるものであり、その棚順序リストは、その本がカート棚２上に位
置し、その棚の９番目の本であることを示す。棚に載せられるべき第３の品目は、例えば
、呼出番号９１６．９１２、題名の最初の部分が「Ｔｈｅ　ｌｉｆｅ　ａｎｄ　ｔｉｍｅ
．．．」であり、その棚順序リストは、その本がカート棚１上に位置し、その棚の４番目
の本であることなどを示す。また、棚順序リストは、複数台のカートに対して作成するこ
ともでき、その場合、リストは、本が位置するカートを示す追加欄を含む。
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【００７６】
　システムのこの実施形態は、特定の分類内の図書館資料を適当なカート上にランダムに
置くことができるうえに、更に分類することなく直接棚に載せることができるので、有益
である。代わりに、分類されていないカートを分類することもでき、品目を棚に載せるた
めの適当な順番を理解するのに苦労している新米の棚載せ者にとって特に役立つ場合があ
る。最後に、ＲＦＩＤ棚順番システムは、品目を再度棚に載せる時に図書館の中を通る経
路を最適化することもでき、その結果、図書館職員にとって時間をかなり節約できる。
【００７７】
　別の実施形態では、紙のコピーの代わりに、棚順序情報を与えるのにディスプレイを有
する携帯式ＲＦＩＤ装置を使用することもできる。ディスプレイは、図１７に示すように
カート上に取り付けられたり、ユーザにより着用されたり、又はユーザの手に持つことも
できる。その図に示すように、ＲＦＩＤ装置は、棚載せすべき次の品目、カート上のその
位置、及び棚上のその位置をユーザに知らせることもできる。棚順序情報をユーザに与え
、ユーザから入力を受け取る携帯式ＲＦＩＤ装置を設けることが好ましい場合もある。入
力は、品目をスクロールする、品目が再度棚に載せられている、又は載せられていない時
を示す、特定の品目に関する情報を更に求める、又はカートの内容の要約リストを表示す
る性能を含むこともできる。
【００７８】
　別の実施形態では、携帯式ＲＦＩＤ装置は、品目に付けられたＲＦＩＤタグを用いて棚
載せすべき次の品目をオペレータが見付けるのを援助する。オペレータは、特定のカート
上の資料を棚に載せるべきであることを示すメッセージを棚載せプロセッサに送信する。
棚載せプロセッサは、位置データベース及び棚載せデータベースからの情報を用いて何れ
の品目を最初に棚に載せるべきであるを判定する。オペレータは、手持ち式ＲＦＩＤリー
ダで棚を走査する。各品目ＩＤは、棚載せプロセッサに送信される。ＩＤが棚載せすべき
品目のＩＤに一致すると、棚載せプロセッサは、メッセージをオペレータに送信する。メ
ッセージは、ＲＦＩＤ手持ち式装置上の点滅ＬＥＤ、棚上のＬＥＤ、又はブザー音などの
視覚的又は聴覚的合図でもよい。次に、オペレータは、品目をカートから取り出し、正し
い品目が取り出されたことを確認しその品目の現在位置を「棚の上」に更新するＲＦＩＤ
リーダの近くで品目を通過させる。処理は、全品目が棚に載せられるまで続ける。また、
携帯式ＲＦＩＤ装置は、品目に付けられたＲＦＩＤタグを用いて特定の品目がカートの上
にあるか否かを突き止めることもできる。
【００７９】
　また、本発明は、図書館の指定領域内の全品目のリスト（例えば、ノンフィクション２
００－３００用の棚）を与えて、次に受け入れられているがまだ棚に載せられていなくて
その領域に属する全品目の棚順序リストを与えるＲＦＩＤ装置にも適用される。リストは
、各品目を見付ける場所を含む。ハードコピーのリストを生成する代案は、図書館の特定
の区域に属する品目を捜すように各装置が「プログラム」されている携帯式装置を設ける
ことである。
【００８０】
　前述の発明の変形例は、分類されていない又は大雑把に分類されている本棚などのあら
ゆる収集を通して読取ること、及び棚順序で一定の基準（例えば、ノンフィクション１０
０－２００）を満たす品目を引き出すことをユーザが可能にすることである。この実施形
態は、品目が既に初期分類領域上にあって棚載せの準備ができており、初期分類領域から
棚順序付けされたカートを生成するのにユーザを援助する場合に特に有用である。あらゆ
る収集を読取ることができるので、これは、図書館資料の前分類された棚に限定されない
。棚載せを必要とするあらゆる領域の品目は、この方法で処理可能である。
【００８１】
　最後の実施形態では、ユーザが、携帯式（好ましくは、手持ち式）ＲＦＩＤ装置を用い
て所与の品目に関する棚上の正しい場所を検出することができる。ユーザは、棚に載せる
品目を識別してから、棚上の品目列を横切って手持ち式装置を通過させる。新しい品目を
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棚に載せるための正しい位置を検出すると、ユーザにフィードバックされる。フィードバ
ックは、手持ち式装置上の音声フィードバック及び／又はライト（ＬＥＤ）と共にディス
プレイ上を含む方法を組み合わせて与えることもできる。
【００８２】
　この機能は、図書館で最も一般的である「自由棚載せ」を支援することができ、品目が
続いて棚順序で正しい品目により先行される限りは品目を任意の棚上に置くこともできる
。より窮屈な棚載せシステムでは、品目を棚上の特定の位置に置く必要がある。自由棚載
せは、一層一般的であり、品目に対する正しい棚位置を生成する処理を一層必要とする。
窮屈な棚載せを使用する場合、ＬＥＤを棚位置に直接追加することができ、このＬＥＤを
、品目を置くべき場所を示すのに点灯させることができる。自由棚載せの状況でも、ＬＥ
Ｄは棚に追加可能であるが、点灯する棚ＬＥＤが何れであるかを判定することは、何がそ
の時に棚の上にあるかに基づくダイナミックな決定である。また、この機能の基礎となる
のは、適切な棚順序の理解である。各図書館では、（例えば、Ｄｅｗｅｙ　Ｄｅｃｉｍａ
ｌ番号又は著者の姓により）棚に載せる品目を望む方法を要する。これらの棚載せ方式は
、図書館内の種々の区域にわたって変えることができる。また、この機能は、品目を基本
的にランダムな順序で棚に載せる全体として窮屈でない棚載せを支援することもできる。
これは、所有される資料の棚に関して一般に行われ、他の状況でも適用できる。この状況
では、ＲＦＩＤリーダを用いて分類されていない棚から品目を見付けることができる。
【００８３】
　この実施形態の利益には、このシステムは棚載せ者が品目を棚に載せる場所を識別する
のに役立つことが含まれる。これは、棚載せ作業を迅速化できる新米の棚載せ者にとって
特に役立ち得る。棚載せ者がその位置に接近するやいなや、装置は、正確な棚位置に素早
く狙いを定めることができる。この節で記載した実施形態の更なる特徴は、ある実施形態
において、情報のダウンロードやプリントアウトを必要とするのとは対照的に、ユーザが
リアルタイムで情報を得る性能である。
【００８４】
　Ｄ．ＲＦＩＤ装置及び構成要素を用いた利用者ナビゲーション
　多くの利用者は、図書館内をナビゲートするのに苦労する。この苦労には、所望の建物
、図書館の所望の階を見付けること、所望の区域に到着すること、所望の棚を見付けるこ
と、及び最後に対象資料を突き止めることが含まれる。利用者の中には、題名などの特定
の品目を覚えている人もいるのに対して、Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｒｙ　Ｗａｒ　Ｈｉｓ
ｔｏｒｙなどの主題に一層関心がある人もいる。この節で記載した本発明の実施形態では
、ナビゲーションを用いて図書館の利用者を援助し、視覚的で関心をひきおそらく更にお
もしろい案内を与える。
【００８５】
　図１８Ａ及び図１８Ｂは、ＲＦＩＤ素子を有するカードが図１８Ａに示すような１つ以
上の対象品目でロードされ又はプログラムされている本発明の一実施形態を示す。ロード
は、利用者アクセス可能端末で行うことができる。この実施形態において、ロードプロセ
ッサは、ＬＡＶデータベースと直接又は探索プロセッサを介して対話して、現在使用可能
なカテゴリ及び品目を判定することができる。その情報は、利用者に表示される。利用者
は、キーボード又はマウス入力装置と対話してカテゴリ又は品目のセットを選択する。こ
の例では、利用者は、２冊の本、Ｔｈｅ　ｌｉｆｅ　ｏｆ　Ｍａｒｋ　Ｔｗａｉｎ及びＴ
ｏｍ　Ｓａｗｙｅｒを選択する。この情報は、情報をＲＦＩＤロケータカードに入れるロ
ードプロセッサに送信される。
【００８６】
　代替例としては、職員が利用者用カードを、例えば参照デスクでロードすることである
。また、利用者が図書館で捜し出して使用できる対象主題により「事前印刷された」カー
ドでもよい。カードにロードされたデータは、特定の題名又は対象主題分野でもよい。専
用ＲＦＩＤカードを使用する代わりに、利用者の実際の図書館カードを使用してもよく、
又は特殊な図書館内カードをこの目的用に設計してもよい。図書館内使用カードの場合、
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利用者は、立ち去る時にカードを図書館に置いていく。図書館内使用カードは、カードの
窃盗を防止するためにカードに付けられた本発明の譲受人から入手できるタイプのＴＡＴ
ＴＬＥＴＡＰＥ（登録商標）磁気セキュリティマーカを有することもできる。
【００８７】
　一旦カードが所望の情報でロードされると、利用者は、そのカードを用いて、図１８Ｂ
に示すように図書館内をナビゲートすることができる。ＲＦＩＤ装置は、図書館全体にわ
たって戦略的に配置することもでき、ＲＦＩＤカードをこれらのリーダの一つに差し出す
と、リーダの位置に対して対象品目を見付けることができる場所を利用者に示す。装置は
、品目を見付けるための地図及び図形指図、又は品目が装置に最も近い通路のわきにある
ことを通知するのに点灯し、又は品目を見付けることができる図書館地図の一部を点灯す
るおそらく単なる一連のＬＥＤ灯が付いているディスプレイを含んでもよい。与えられる
情報は、利用者は目標品目にどれだけ近いかによって決まる。例えば、（目標から遠い場
合）図書館の別の階に行く、又は利用者が対象品目に近い場合に特定の棚へ通路を途中で
下がるように示すこともある。
【００８８】
　別の実施形態では、品目又は対象主題を、その後図書館を回って品目を検出することが
できる手持ち式ＲＦＩＤ装置にロードすることもできる。データは、上述のように多くの
方法でロードすることもできる。ＲＦＩＤ装置を棚に向けると、品目を含む棚は、活性化
され、又はある種の信号を与える。次に、利用者は、灯をたどって図書館資料の概略位置
を見付けることができる。そこで一度、ユニットは、品目ロケータモードに移動して利用
者が特定の品目を見付けるのを援助できる。このモードでは、装置は、目標品目が捜し出
されている場合、個々の品目を読取り、装置上のフィードバックを介して示すことができ
る。また、ユニットは、小型図書館地図を示して、図書館の周囲の道を利用者が見付ける
のを更に援助することもできる。この実施形態の変更は、視力が悪い図書館利用者にとっ
て特に役立つこともある。
【００８９】
　本発明の関連態様は、図書館資料の受け入れ又は貸し出しのためだけでなく図書館の中
の利用者の移動をも追跡するためのＲＦＩＤ図書館カードの使用である。利用者アクセス
の数を追跡してから統計的に分析して、使用情報を得ることができる。例えば、システム
は、図書館の特定の位置に入る利用者数、図書館内の種々の場所で利用者が費やす時間の
長さ、コンピュータ及びコピーなどの特定の図書館機器の使用数を数えることもできる。
【００９０】
　また、ＲＦＩＤ図書館カードは、アクセス制御用に使用することもできる。この実施形
態において、ＲＦＩＤ図書館カードは、何れの利用者又は職員が何れの設備を使用できる
かを制御する。設備は部屋でもよく、この場合、そのドアロックが制御される。アクセス
は、特定の機器又は他の図書館設備を使用するために制御することもできる。制御は、例
えば子供を特定の資料又は電子インターネットサイトにアクセス禁止とするように、何れ
のコンピュータ操作をユーザにより実行許可とするかを更に判定することもできる。実施
は、リーダをこれらの特別制御地点に置くことにより、又は利用者が前記リーダを所持し
て位置タグを読取りアクセスを可能とすることにより行うことができる。
【００９１】
　最後に、ＲＦＩＤ図書館カードは、図書館で実行される特定の会計機能と共に使用する
こともできる。ＲＦＩＤ図書館カードは、図書館で徴収される一般料金及び罰金に関する
情報と統合してもよい。これらの料金は、期限過ぎの料金、特定の機器の使用料金、コピ
ー料金などを含む。カードは、デビット又はクレジットカードとしての機能を果たすこと
もできる。データ（会計）は、カード（時間ごとにチップを更新）上又は分離データベー
スに保管することもできる。利用者及び図書館にとって主要な利点は、種々の料金及び罰
金を処理する方法を統一して単純化することにある。今日、多くのこれらの機能は、手作
業で処理され、職員と利用者との間に多少の不愉快な気持ちをいだくことが多い。このシ
ステムは、これらの問題を処理するほとんど自動化された方法を可能にして、緊張を緩和
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し職員の生産性を向上させてより重要な問題に対処する。別のオプションは、利用者が、
自分のクレジットカードを示して自分のＲＦＩＤ図書館カードに対応付けられ料金を請求
されることである。従って、図書館カードは、料金を支払うのに差し出されるが、直接対
応付けられた金を持たない。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２】 【図３】

【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】

【図１９Ａ】

【図１９Ｂ】



(29) JP 2010-250853 A 2010.11.4

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月5日(2010.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦＩＤ装置を使用する方法であって、
　（ａ）品目のデータベースを提供するステップと、
　（ｂ）該品目が選択されるべき順序を特定するリストを提供するステップと、
　（ｃ）選択されるべき次の品目の指示を前記リストに提供するステップと、
　（ｄ）前記ＲＦＩＤ装置を使用してステップ（ｃ）において指示した前記品目に対応付
けられるＲＦＩＤ素子に呼掛けて適当な信号を提供するステップと、
　（ｅ）選択されるべき次の品目の指示を前記リストに提供するステップと、
を含む方法。
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